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1
みどりの保全協定による
保全・活用

市内１３か所の憩いの森につ
いて、剪定・草刈りなどによる
維持管理、老木・巨木化してい
る樹木の伐採等による雑木林の
若返り、園路へのウッドチップ
の散布や園路柵の更新などを実
施し、「質」の向上を図る。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
場所：憩いの森１３か所、保全緑地４か所
金額：１７，６９５，０９３‬円

内容：突発的な施設修繕
場所：憩いの森３か所
金額：３７２，０００円

○事業の評価、今後の課題等
特に問題なく各事業を実施することができた。また、憩いの森等へのウッドチップの

散布については、新座市グリーンサポーター活動の中で実施した。
老木や支障木に対しての処理は数多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するア

プローチを増やしていきたい。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
場所：憩いの森１１か所、保全緑地５か所
金額：１５，２２３，２２３‬円

内容：突発的な施設修繕
場所：憩いの森１か所
金額：１４５，２００円

○事業の評価、今後の課題等
特に問題なく各事業を実施することができた。また、憩いの森等へのウッドチップの

散布については、昨年に引き続き新座市グリーンサポーター活動の中で実施した。
老木や支障木に対しての処理は数多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するア

プローチを増やしていきたい。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
場所：憩いの森１１所、保全緑地５か所
金額：２１，２８０，８１０‬円

内容：突発的な施設修繕
場所：保全緑地１か所
金額：８９５，０７０円

○事業の評価、今後の課題等
特に問題なく各事業を実施することができた。憩いの森等へのウッドチップの散布については、新座市

グリーンサポーター活動の中で８回実施した。
　令和８年度は萌芽更新を行う予定。引き続き、老木や支障木について適切に管理・更新していく。

3 みどりと公園課

2 市指定保存樹木等の指定
による保全

市指定保存樹木等の管理及び
維持に要する費用の一部を助成
する「新座市みどりのまちづく
り奨励金交付事業」について、
再開に向けて、事業内容の調整
等を行う。

市指定保存樹木等に係る「新座市みどりのまちづくり奨励金交付事業」の再開に向け
事務作業を進め、令和６年度（２０２４年度）当初予算を要望したが、予算を確保する
ことができず再開には至らなかった。

しかしながら、現況や所有者等が精査されたため、保有している情報の正確性を維持
しつつ、再開に向けて取り組んでいきたい。

市指定保存樹木等に係る「新座市みどりのまちづくり奨励金交付事業」の再開に向け
事務作業を進め、令和７年度（２０２５年度）当初予算を要望したが、予算を確保する
ことができず再開には至らなかった。

今後は、近隣市の類似制度の状況を調査しつつ、現在の指定状況に合わせた形での奨
励金の制度設計を検討し、再開に向けて取り組んでいきたい。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
市指定保存樹木等に係る「新座市みどりのまちづくり奨励金交付事業」の再開に向け事務作業を進め、令

和８年度（２０２６年度）当初予算を要望したが、予算を確保することができず再開には至らなかった。

○事業の評価、今後の課題等
今後は、近隣市の類似制度の状況を調査しつつ、現在の指定状況に合わせた形での奨励金の制度設計の見

直しについて検討し、再開に向けて取り組んでいきたい。

3 みどりと公園課

3
新座グリーンスマイル基
金の維持・充実・適正運
用

新座グリーンスマイル基金を
活用し、妙音沢特別緑地保全地
区の民有地の買い取りを優先目
標とし調整を進める。また、調
整状況に応じて、その他の公有
地化すべき雑木林の検討を行
う。

○令和５年度（２０２３年度）新座グリーンスマイル基金受入実績
　寄附件数　７２件
　寄附金額　４，３６１，４４０円

令和５年度（２０２３年度）中の民有地の買い取りはなかったが、今後も妙音沢特別
緑地保全地区の民有地の買い取りを優先目標として状況を注視してく。

○令和６年度（２０２４年度）新座グリーンスマイル基金受入実績
　寄附件数　５２件
　寄附金額　４，４０８，０００円

令和６年度（２０２４年度）中の民有地の買い取りはなかったが、今後も妙音沢特別
緑地保全地区の民有地の買い取りを優先目標として状況を注視していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　寄附件数　３７件
　寄附金額　３，１３６，４０７円
　用地購入　１件
　購入金額　４５，２９６，９７７円

○事業の評価、今後の課題等
地権者の相続の発生に伴い、妙音沢特別緑地保全地区の民有地の買い取りを行った。新座グリーンスマ

イル基金の活用における最優先事項であった同地区の民有地の取得を実施できたことは、一定の成果が
あったものと評価できる。今回の取得により、妙音沢特別緑地保全地区はすべて市有地となったため、今
後は、新座グリーンスマイル基金の新たな活用方法として、緑地の保全及び緑化の推進に要する経費への
活用について、検討を進める。

3 みどりと公園課

4 市民、企業への基金に対
する意識啓発の推進

開発事業者等に対する緑化指
導時に、新座グリーンスマイル
基金のパンフレットを配布し、
基金への協力を求める。

また、妙音沢緑地クリーン
アップ作戦などのイベント時に
新座グリーンスマイル基金のパ
ンフレットを配布し、市民の基
金に対する意識啓発を図る。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
開発行為等に係る意見書提出時及び妙音沢緑地クリーンアップ作戦において、新座グ

リーンスマイル基金のパンフレットを配布した。また、広報にいざに基金への協力を求
める記事を掲載し、市民の基金に対する意識啓発を図った。

今後も、啓発活動を継続するとともに、新たな啓発機会を捉え意識啓発を図ってい
く。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
開発行為等に係る意見書提出時、妙音沢緑地クリーンアップ作戦及びカタクリ山開園

２０周年記念パネル（写真）展において、新座グリーンスマイル基金のパンフレットを
配布した。また、広報にいざに基金への協力を求める記事を掲載し、市民の基金に対す
る意識啓発を図った。

今後も、啓発活動を継続するとともに、新たな啓発機会を捉え意識啓発を図ってい
く。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
開発行為等に係る意見書提出時及び妙音沢緑地クリーンアップ作戦において、新座グリーンスマイル基

金のパンフレットを配布した。また、広報にいざに基金への協力を求める記事を掲載し、市民の基金に対
する意識啓発を図った。
　パンフレット配布の結果、開発業者１社より、８,０００円のグリーンスマイル基金への寄付があった。

○事業の評価、今後の課題等
　新たな啓発機会を創出するため、現在実施している啓発活動以外の方法を探っていく。

3 みどりと公園課

5 相続税に関する国への働
きかけ

山林の相続税納税猶予に関す
る制度の確立及び山林の買取り
に対する財政支援策の創出につ
いて、国・県へ要望していく。

山林の相続税猶予に関する制度の確立及び山林の買取りに対する財政支援策の創出に
ついて、国・県へ要望する機会がなかった。
　今後も要望機会を捉えられるよう国・県の動向を注視していく。

山林の相続税猶予に関する制度の確立及び山林の買取りに対する財政支援策の創出に
ついて、国・県へ要望する機会がなかった。
　今後も要望機会を捉えられるよう国・県の動向を注視していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
山林の相続税猶予に関する制度の確立及び山林の買取りに対する財政支援策の創出について、国・県へ

要望する機会を捉えることができなかった。

○事業の評価、今後の課題等
毎年４～５月に埼玉県予算等に対する要望事項について照会があるため、要望の必要性を判断し、要望

する場合は要望内容を検討していく。

3 みどりと公園課

２－１ 事業・制度として既に実施中等のもの
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7 森林環境譲与税の活用

森林整備及びその促進に関す
る事業等に活用できる森林環境
譲与税を活用し、近年被害が拡
大している「ナラ枯れ」の防除
対策事業を進める。

令和５年度（２０２３年度）事業実施状況

①堀ノ内三丁目憩いの森　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：堀ノ内三丁目憩いの森
　実施年月：令和５年（２０２３年）１１月～１２月
　契約金額：７，８５４，０００円
　参考：伐採本数５４本（作業支障木含む）　植栽１８本（コナラ）

②妙音沢特別緑地保全地区　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
　実施年月：令和６年（２０２４年）２月～３月
　契約金額：２，７５０，０００円
　参考：伐採本数１０本　作業支障木剪定１本

③野火止緑地総合公園（こもれび）及び総合運動公園　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：野火止緑地総合公園（こもれび）、総合運動公園
　実施年月：令和６年（２０２４年）１月～２月
　契約金額：６，７３２，０００円
　参考：伐採本数５８本

　※①+②+③合計17,336,000‬円のうち、森林環境譲与税として15,892,170円を活用。

令和６年度（２０２４年度）についても、森林環境譲与税15,000,000円を活用し、
「ナラ枯れ」の防除対策事業を実施する予定。

実施予定場所：新堀一丁目憩いの森、野火止緑地総合公園（こもれび）、総合運動公
園

令和６年度（２０２４年度）事業実施状況

①西堀二丁目憩いの森ほか１か所　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：西堀二丁目憩いの森、西堀三丁目憩いの森
　実施年月：令和７年（２０２５年）２月～３月
　契約金額：５，９７５，６４０円
　参考：伐採本数１９本

②野火止緑地総合公園（こもれび）及び総合運動公園　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：野火止緑地総合公園（こもれび）、総合運動公園
　実施年月：令和６年（２０２４年）１２月～令和７年（２０２５年）３月
　契約金額：１０，２３０，０００円
　参考：伐採本数６１本

③片山緑地ほか１か所　萌芽更新業務委託
　実施場所：片山緑地、石神緑地

契約期間：令和６年（２０２４年）１２月１９日～令和７年（２０２５年）３月１４
日
　契約金額：１０，３８１,８００円
　伐採本数：２９本

　※①+②＋③合計26,587,440‬円のうち、森林環境譲与税として20,000,000円を活用。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況

①西堀二丁目憩いの森ほか１か所　森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：西堀二丁目憩いの森、西堀三丁目憩いの森
　実施年月：令和８年（２０２６年）２月～３月
　契約金額：５，５４０，７００円
　参考：伐採本数１２本

②史跡公園ほか１か所森林病害虫防除対策業務委託
　実施場所：史跡公園、総合運動公園
　実施年月：令和７年（２０２５年）１２月～令和８年（２０２６年）３月
　契約金額：９，７１３，０００円
　参考：伐採本数２４本

※①+②合計１５，２５３，７００‬円のうち、森林環境譲与税として１５，０００，０００円を活用。

○事業の評価、今後の課題等
森林環境譲与税を活用し、緑地・公園内の枯損木について、状況に応じた伐採等の処理を実施した。特

に問題なく事業を実施することができ、枯損木の処理を通じて、緑地・公園の適切な維持管理を進めるこ
とができた。

ナラ枯れ被害のピークは過ぎたものと考えられるが、緑地・公園内では依然として被害木が確認されて
いるため、今後も被害状況を確認し、状況に応じて優先度を考慮しながら、引き続き適切に対処してい
く。また、今年度は「森林病害虫防除対策業務委託」に加え、「萌芽更新業務委託」にも森林環境譲与税
を活用する予定であり、森林環境譲与税を活用した緑地の保全・管理を進めていく。

3 みどりと公園課

8 学校教育林としての活用

学校周辺に残る雑木林を、学
校教育林として位置付け、虫や
鳥、植物などと触れ合い、自然
体験を通して自然の仕組みを学
ぶ場として活用する。

新開小学校において、理科の虫の観察、図工での木の葉や木の枝を活用した工作、社
会科・総合では「環境学習」のとして木の生え方から自分たちにできることを考えるな
どの活動を行った。
人の手つかずな自然が残る教育林で実際に虫探しをしたり植物の観察をしたりすること
で、教科書や映像からでは分からない体験ができ、虫や自然への理解が深まった。
新座市では教育林を設置している小学校が４校（新開小学校・東野小学校・新堀小学

校・西堀小学校）あるが、教育林としての環境の維持や、安全面に課題があり、新開小
学校以外の小学校では昨年度は活動が行われなかった。前述の課題が解決すれば、他の
３校でも雑木林を教育林として活用したいと考えている。

新開小学校において、人の手つかずな自然が残る教育林で実際に虫探しをしたり植物
の観察をしたりすることで、教科書や映像からでは分からない体験ができ、虫や自然へ
の理解が深まった。また、高学年は総合的な学習や社会科で学習したことを、身近な森
林で体験したり、活用したりすることで、より学習が深まった。

一方で、今年度は台風や大雨により、教育林の木が何本か倒木することがあった。安
全確保のための大きな作業は教育委員会が処理を行うが、雑草の整備等は学校職員が
担っているため負担感がある。地域や保護者に協力を要請しながら、持続可能な取組と
していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
新開小学校において、理科の虫の観察、図工での木の葉や木の枝を活用した工作、社会科・総合では「環

境学習」のとして木の生え方から自分たちにできることを考えるなどの活動を行った人の手つかずな自然
が残る教育林での体験的学習を通して、虫や自然への理解が深まる、有意義な取組となった。

○事業の評価、今後の課題等
 　今後、教育林の維持のための作業等を地域と協力しながら進めていきたい。

3 教育支援課

6

新座市グリーンサポー
ター
新座市みどりの保全巡視
員

　新座市グリーンサポーター及
び新座市みどりの保全巡視員に
よる雑木林の維持管理活動につ
いて、活動場所の拡大や活動内
容の見直し等、活動の更なる充
実化を進める。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況

①新座市グリーンサポーター
　活動内容：下草刈り、園内清掃、枯枝チップ化作業、落ち葉かき等
　活動場所：市内管理緑地９箇所
　活動回数：４１回
　参加人数：５６７人（延べ人数）
　※令和６年（２０２４年）３月３１日時点登録者数　５８人

②新座市みどりの保全巡視員
　活動内容：動植物の持ち出し・不法投棄等の防止のための巡視、緑地内のごみや枝葉
の集積、カタクリ山開園に伴う活動協力等
　活動場所：妙音沢緑地、野寺三丁目保全緑地（野寺カタクリ山）
　活動時期：随時
　※令和６年（２０２４年）３月３１日時点登録者数　２４人

○事業の評価、今後の課題等
　グリーンサポーターについて、令和５年度（２０２３年度）から新たに２箇所の新規
活動場所を追加し活動したが、年間を通じて雨天中止が１回のみと、予定通り実施する
ことができ、また、怪我等もなく安全に活動することができた。
　グリーンサポーター及び保全巡視員共通の課題として、メンバーの高齢化に伴う人員
の確保であるが、既存メンバーからの意見を伺いつつ、対応策を検討していきたい。ま
た、活動場所の拡大や活動内容の見直しについてもあわせて検討していく。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況

①新座市グリーンサポーター
　活動内容：下草刈り、園内清掃、枯枝チップ化作業、落ち葉かき等
　活動場所：市内管理緑地９箇所
　活動回数：４０回
　参加人数：４９８人（延べ人数）
　※令和７年（２０２５年）３月３１日時点登録者数　５０人

②新座市みどりの保全巡視員
　活動内容：動植物の持ち出し・不法投棄等の防止のための巡視、緑地内のごみや枝葉
の集積、カタクリ山開園に伴う活動協力等
　活動場所：妙音沢緑地、野寺三丁目保全緑地（野寺カタクリ山）
　活動時期：随時
　※令和７年（２０２５年）３月３１日時点登録者数　２１人

○事業の評価、今後の課題等
　グリーンサポーターについて、年間を通じて雨天中止が１回のみと、予定通り実施す
ることができ、また、怪我等もなく安全に活動することができた。
　グリーンサポーター及び保全巡視員共通の課題として、メンバーの高齢化に伴う人員
の確保であるが、令和６年度（２０２４年度）については、広報の一環として活動時に
設置するのぼり旗（新座市グリーンサポーター活動中）を作成した。また、グリーンサ
ポーターのチラシをイベント時等に配布した。今後も引き続き、既存メンバーからの意
見を伺いつつ、対応策を検討していきたい。また、活動場所の拡大や活動内容の見直し
についてもあわせて検討していく。

○令和７年度（２０２６年度）実施状況

①新座市グリーンサポーター
　活動内容：下草刈り、園内清掃、枯枝チップ化作業、落ち葉かき等
　活動場所：市内管理緑地９箇所
　活動回数：４３回
　参加人数：４８１人（延べ人数）
　※令和８年（２０２６年）３月３１日時点登録者数　５０人

②新座市みどりの保全巡視員
　活動内容：動植物の持ち出し・不法投棄等の防止のための巡視、緑地内のごみや枝葉の集積、カタクリ
山開園に伴う活動協力等
　活動場所：妙音沢緑地、野寺三丁目保全緑地（野寺カタクリ山）
　活動時期：随時
　※令和８年（２０２６年）３月３１日時点登録者数　２１人

○事業の評価、今後の課題等
　グリーンサポーターについては、年間を通じて活動の中止はなく、予定どおり実施することができた。
また、怪我等もなく、安全に活動することができた。継続的な活動を通じて、市民が主体となった緑地の
維持・保全に取り組むことができた。
　グリーンサポーター及び保全巡視員に共通する課題として、メンバーの高齢化や新たな人員の確保が挙
げられる。これまでの対応として、活動時にのぼり旗（「新座市グリーンサポーター活動中」）を設置す
るとともに、市ホームページでの募集や、イベント時等にグリーンサポーターのチラシを配布した。
　また、今年度は新たな取組として、グリーンサポーターを対象とした視察研修の実施を予定している。
加えて、今後実施を検討している親子木工教室等のイベントへの協力を依頼するなど、活動の場を広げる
ことで、既存メンバーの活動意欲の向上につなげるとともに、新たな人員の確保にもつなげていきたい。
　今後も、既存メンバーから意見を伺いながら、新たな人員の確保に向けた対応策を検討するとともに、
活動場所の拡大や活動内容の見直しについても、併せて検討していく。

3 みどりと公園課

2
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9
新座っ子ぱわーあっぷく
らぶ「森の子くらぶ」な
ど

新座っ子ぱわーあっぷくらぶ
「森の子くらぶ」などにおい
て、学校教育林を活動場所と
し、子どもが自然とふれあう機
会を設ける。

新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「森の子くらぶ」において、学校教育林を活動場所と
し、子どもが自然とふれあう機会を設けた。
　くらぶ活動回数：１０回

新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「森の子くらぶ」において、学校教育林を活動場所と
し、子どもが自然とふれあう機会を設けた。
　くらぶ活動回数：１０回

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「森の子くらぶ」において、学校教育林を活動場所とし、こどもが自然と

ふれあう機会を設けた。
　くらぶ活動回数：１０回

○事業の評価、今後の課題等
新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「森の子くらぶ」では、自然豊かな学校教育林の中で、樹木や冬芽の観

察、アウトドアやネイチャークラフト体験等を行い、こどもたちが自然とふれあい、植物の不思議等を学
ぶことができる貴重な体験の場となった。

なお、令和８年度から新座っ子ぱわーあっぷくらぶ「森の子くらぶ」と他のクラブが合併するため、活
動場所が「学校教育林」から児童センターキャンプ場や市内緑地に変更となる。

3
生涯学習スポーツ

課

10

雑木林とグリーンサポー
ターに関する出前講座、
親子木工教室等のイベン
トの開催

雑木林とグリーンサポーター
に関する出前講座の実施、親子
木工教室等のイベントの開催な
ど、みどりに関する教育・啓発
を進める。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
・出前講座（講座名：雑木林とグリーンサポーター）　１回実施（市内小学校）

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を
実施。
参加人数：７９名　協力企業３社

〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
・出前講座　実施なし

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区

実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業
を実施。
　参加人数：８２名　協力企業３社

・カタクリ山開園２０周年記念パネル展
実施日：令和７年（２０２５年）３月１３日～同年３月１９日、令和７年（２０２５

年）３月２８日～同年３月３１日
　実施場所：新座市役所第二庁舎１階　市民ギャラリー１、栗原の森集会所

実施内容：カタクリの花が咲くことで知られる「野寺カタクリ山（野寺三丁目保全緑
地）」の開園（一般公開）２０周年を記念したパネル（写真）展

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
・出前講座　実施なし

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施日：令和７年（２０２５年）１１月８日（土）
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
　実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を実施。
　参加人数：７５名（新座市緑化推進協議会委員１０名参加）　協力企業３社

○事業の評価、今後の課題等
例年どおり、妙音沢緑地クリーンアップ作戦は問題なく実施できた。今後は、親子木工教室等、みどり

と触れ合えるイベントの開催を検討していく。

3 みどりと公園課

11 妙音沢特別緑地保全地区
指定に基づく保全

平成１６年（２００４年）２
月に都市緑地法に基づく妙音沢
特別緑地保全地区に指定された
ことにより、地区内の建築、伐
採、土地の形質の変更等の行為
には市長の許可が必要となって
いる。

　令和５年度（２０２３年度）　行為の許可申請件数　０件 　令和６年度（２０２４年度）　行為の許可申請件数　０件 　令和７年度（２０２５年度）　行為の許可申請件数　０件 3 みどりと公園課

12
「新座市栄一丁目緑地基
本計画」に基づく整備

「新座市栄一丁目緑地基本計
画」に基づき、妙音沢緑地内の
維持・管理・整備を進める。

地区内の民有地（約０．２ｈ
ａ）について、新座グリーンス
マイル基金を活用し、取得に向
け調整を進める。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況

内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
金額：８５０，５９１円

内容：歩道木柵の擬木柵への更新工事
金額：１，２９８，０００円

自然環境に極力影響を与えないような範囲で、必要に応じて剪定・伐採等の管理・保
全及び柵等の補修を行った。また、妙音沢緑地内における空地（三角地）の有効活用を
図るための意見交換会を行った。
　地区内の民有地（約０．２ｈａ）については、取得に係る状況の変化はなかった。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況

内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
金額：４，３８２，１２９円

内容：妙音沢緑地木道部手摺等補修工事
金額：２７８，３００円

内容：妙音沢歩道整備工事
金額：５７２，０００円

内容：妙音沢緑地階段等補修工事
金額：１，２９８，０００円

内容：妙音沢緑地園路柵補修工事（木柵から擬木柵への更新）
金額：１，２９８，０００円

自然環境に極力影響を与えないような範囲で、必要に応じて剪定・伐採等の管理・保
全及び柵等の補修を行った。また、妙音沢緑地内における空地（三角地）の有効活用を
図るため、前年度に続き、意見交換会を行った。
　地区内の民有地（約０．２ｈａ）については、取得に係る状況の変化はなかった。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況

内容：下草刈り、樹木剪定及び伐採等
金額：４，７９６，７１１円

内容：妙音沢緑地木道部破損部復旧工事
金額：４４１，８７０円

内容：妙音沢緑地木柵修繕工事
金額：４５３，２００円

内容：妙音沢緑地階段等補修工事
金額：１，２９８，０００円

内容：妙音沢緑地園路柵補修工事（木柵から擬木柵への更新）
金額：１，２９９，１００円

○事業の評価、今後の課題等
自然環境に極力影響を与えないような範囲で、必要に応じて剪定・伐採等の維持管理及び柵等の補修を

行った。
地区内の民有地（約０．２ｈａ）については、地権者の相続が発生したため、新座グリーンスマイル基

金を活用し、買い取りを行った。
これにより妙音沢特別緑地保全地区はすべて市有地となった。買い取った用地の活用方法については、

現在取り組んでいるネイチャーポジティブに係る活動用地など、有効な活用方法について検討していく。

3 みどりと公園課

13
ミョウオンサワハタザク
ラの保全

「ミョウオンサワハタザクラ
（妙音沢旗桜）」について、市
内造園業者の協力のもと増殖を
行い、公園等の新設や公共施設
の緑化の際に植樹を実施する。

　増殖については、市内造園業者の協力の元、引き続き実施していただいている。
また、令和６年（２０２４年）４月から供用を開始した「新座セントラルキッズパー

ク」に７本のミョウオンサワハタザクラを植樹した。

 増殖については、市内造園業者の協力の元、引き続き実施していただいている。
 また、下記２か所にミョウオンサワハタザクラを植樹した。
 ・大和田水辺の丘公園　　　６本
 ・西堀一丁目ふれあい公園　１本

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
 増殖については、市内造園業者の協力の元、引き続き実施していただいている。
 また、「新堀一丁目緑地公園」にミョウオンサワハタザクラを１本植樹した。

○事業の評価、今後の課題等
引き続き、市内造園業者の協力のもと増殖を行い、公園等の新設や公共施設の緑化の際に植樹実施を検

討していく。

3 みどりと公園課

3
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14 平林寺近郊緑地保全区域
の指定に基づく保全

平林寺境内林とその周辺の雑
木林は、首都圏近郊緑地保全法
に基づく平林寺近郊緑地保全区
域に指定されている。また、平
林寺近郊緑地保全区域のうち、
特に保全が必要な地区について
は、平林寺近郊緑地特別保全地
区に指定されており、地区内の
建築、伐採、土地の形質の変更
等緑地保全以外を目的とした行
為が制限されている。

　令和５年度（２０２３年度）　平林寺近郊緑地保全区域　行為届出件数　０件
平林寺近郊緑地特別保全地区 行為許可申請件数 １

件
　　　　　　　　　　　　　　　（許可）

令和６年度（２０２４年度）　平林寺近郊緑地保全区域　行為届出件数　０件
　　　　　　　　　　　　　　平林寺近郊緑地特別保全地区　行為許可申請件数　１件
　　　　　　　　　　　　　　（許可）

令和７年度（２０２５年度）　平林寺近郊緑地保全区域　行為届出件数　１件
　　　　　　　　　　　　　　平林寺近郊緑地特別保全地区　行為許可申請件数　１件
　　　　　　　　　　　　　　（許可）

3 みどりと公園課

15
ふるさとの緑の景観地の
指定に基づく保全

平林寺境内林は、埼玉県が制
定した「ふるさと埼玉の緑を守
り育てる条例」に基づく「ふる
さとの緑の景観地」に指定され
ており、地区内での一定規模以
上の建築、伐採、土地の形質の
変更等の行為について、県知事
への届出が必要となっている。

　令和５年度（２０２３年度）　届出件数　０件  令和６年度（２０２４年度）　届出件数　０件  令和７年度（２０２５年度）　届出件数　０件 4 みどりと公園課

16 定期的な水質検査の実施
妙音沢及び野寺三丁目湧水に

ついて、毎年度水質検査を実施
する。

〇令和５年度（２０２３年度）実施状況
内容：市内にある代表的な湧水について、環境行政の参考とするため、年１回、水質検
査（１４項目）及び流量測定（妙音沢のみ）を行った。
調査期日：令和５年（２０２３年）９月１２日
場所：妙音沢大沢、妙音沢小沢、野寺三丁目湧水
調査項目：１４項目
一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、テトラクロロエチレ
ン、 トリクロロエチレン、塩化物イオン、有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の
量）、ｐＨ値、臭気、色度、濁度、１，１，１―トリクロロエタン、アンモニア態窒素
金額：１６６,９８０円

〇事業の評価、今後の課題等
測定の結果、不適合となったのは「大腸菌」の項目であった。大腸菌が検出された場

合は糞便汚染などが考えられるため、飲用する場合は消毒もしくは煮沸等の措置が必要
である。湧水の水質検査は例年、測定を行っており「大腸菌」の項目が不適合となる場
合が最も多い。測定結果は天候や周辺の生物環境に左右される場合があるため、引き続
き水質測定を行い、水質の安定に努めていく。

〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
内容：市内にある代表的な湧水について、環境行政の参考とするため、年１回、水質検
査（１４項目）及び流量測定（妙音沢のみ）を行った。
調査期日：令和６年（２０２４年）９月１３日
場所：妙音沢大沢、妙音沢小沢、野寺三丁目湧水
調査項目：１４項目
一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、テトラクロロエチレ
ン、 トリクロロエチレン、塩化物イオン、有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の
量）、ｐＨ値、臭気、色度、濁度、１，１，１―トリクロロエタン、アンモニア態窒素
金額：１８０,０７０円

〇事業の評価、今後の課題等
測定の結果、不適合となったのは「大腸菌」の項目であった。大腸菌が検出された場

合は糞便汚染などが考えられるため、飲用する場合は消毒もしくは煮沸等の措置が必要
である。湧水の水質検査は例年、測定を行っており「大腸菌」の項目が不適合となる場
合が最も多い。測定結果は天候や周辺の生物環境に左右される場合があるため、引き続
き水質測定を行い、水質の安定に努めていく。

〇令和７年度（２０２５年度）実施状況
内容：市内にある代表的な湧水について、環境行政の参考とするため、年１回、水質検査（１４項目）及
び流量測定（妙音沢のみ）を行った。
調査期日：令和７年（２０２５年）９月９日
場所：妙音沢大沢、妙音沢小沢、野寺三丁目湧水
調査項目：１４項目
一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、テトラクロロエチレン、トリクロロエ
チレン、塩化物イオン、有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）、ｐＨ値、臭気、色度、濁度、１，１，１
―トリクロロエタン、アンモニア態窒素
金額：１８７，０００円

〇事業の評価、今後の課題等
測定の結果、不適合となったのは「大腸菌」の項目であった。大腸菌が検出された場合は糞便汚染など

が考えられるため、飲用する場合は消毒もしくは煮沸等の措置が必要である。湧水の水質検査は例年、測
定を行っており「大腸菌」の項目が不適合となる場合が最も多い。測定結果は天候や周辺の生物環境に左
右される場合があるため、引き続き水質測定を行い、水質の安定に努めていく。

4 環境課

17
市民参加による保全活動
の実施・支援

市民参加による保全活動とし
て、地域住民や地元企業等が協
力して清掃活動を行う「妙音沢
緑地クリーンアップ作戦」を実
施する。

ＨＵＧネット（ふるさとの緑
と野火止用水を育む会）事業へ
の協力・支援を行う。

妙音沢緑地クリーンアップ作戦
実 施 日：令和５年（２０２３年）１１月３日（金・祝）
実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を
実施。
参加人数：７９名　協力企業３社

ＨＵＧネット事業については、代表者会議への参加やイベントで使用する用具の貸出
等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行っていく。

また、グリーンサポーター活動地及びボランティア団体の維持管理を行っていない７
カ所の憩いの森について、障がい者団体に点検を含めた清掃業務を委託し、実施してい
る。

妙音沢緑地クリーンアップ作戦
実 施 日：令和６年（２０２４年）１１月９日（土）
実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を
実施。
参加人数：８２名　協力企業３社

ＨＵＧネット事業については、代表者会議への参加やイベントで使用する用具の貸出
等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行っていく。

また、グリーンサポーター活動地及びボランティア団体の維持管理を行っていない７
カ所の憩いの森について、障がい者団体に点検を含めた清掃業務を委託し、実施してい
る。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施日：令和７年（２０２５年）１１月８日（土）
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
　実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を実施。
　参加人数：７５名（新座市緑化推進協議会委員１０名参加）　協力企業３社

・ボランティア団体、地域コミュニティ、大学、行政等で構成されている、ＨＵＧネット（ふるさとの緑
と野火止用水を育む会）への協力・支援内容
　代表者会議４回参加
　各団体のイベント時の用具の貸出
　下草刈りの活動時の支援

・グリーンサポーター活動地及びボランティア団体の維持管理を行っていない７カ所の憩いの森につい
て、障がい者団体に点検を含めた清掃業務を委託している。

○事業の評価、今後の課題等
事故等なく、市民参加による保全活動を実施できた。市民の参加がより増えるよう、ＨＰや広報、各イ

ベントでの周知を行っていく。

4 みどりと公園課

18
生産緑地地区及び特定生
産緑地の指定による農地
の保全

生産緑地地区及び特定生産緑
地の指定により保全していく。

※本市では、一定の要件にお
いて生産緑地地区の追加指定
（既に生産緑地に指定されてい
る地区に追加する形での指定）
を実施している。

○令和５年（２０２３年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５８地区
　面積　９３．３５ｈａ（うち特定生産緑地　約５０．０７ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
　近年、地区数の減少傾向が続いている。

生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に令和７年度からの運用開始に向けて「生産
緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定事務を進める。

○令和６年（２０２４年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５７地区
　面積　９０．６０ｈａ（うち特定生産緑地　約４８．２０ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
生産緑地地区の新規追加指定について、令和７年度からの運用開始に向け「生産緑地

地区の追加指定に関する運用方針」を改定した。

○令和７年（２０２５年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２６４地区
　面積　８８．２４ｈａ（うち特定生産緑地　約４６．３６ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）から、生産緑地地区の新規追加指定の受付を開始し、新たに生産緑地地区

の指定を行ったことで、地区数は増加した。一方、相続等に伴う生産緑地地区の解除も継続的に発生して
いることから、全体の面積としては微減となった。新規追加指定により新たに生産緑地地区を確保できた
ことは、農地の保全に向けた取組として評価できる。

今後も相続等に伴う解除による減少が見込まれることから、引き続き新規追加指定の受付を行うととも
に、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

4 みどりと公園課

19
都市農地賃借法（都市農
地の賃貸の円滑化に関す
る法律）の活用

生産緑地の賃借が安心して行
える都市農地賃借法（都市農地
の賃貸の円滑化に関する法律）
の活用。

〇都市農地の賃貸の円滑化に関する法律を活用した生産緑地の貸借実績：２件
うち１件について令和６年（２０２４年）４月３０日に貸借期間が切れるため、更新

に向けて貸主借主の間で協議中とのこと。（令和５年度（２０２３年度）内の新規貸借
件数は０件）

令和５年度（２０２３年度）は生産緑地の貸借に関する相談は無かったが、今後も相
談があった際には同法を活用した貸借方法があるということを周知していく。

〇都市農地の賃貸の円滑化に関する法律を活用した生産緑地の貸借実績：２件
うち１件について令和６年（２０２４年）４月３０日に貸借期間が満了したため、更新
した。（令和６年度（２０２４年度）内の新規貸借件数は０件）

令和６年度（２０２４年度）は生産緑地の貸借に関する相談は無かったが、今後も相
談があった際には同法を活用した貸借方法があるということを周知していく。

また、令和８年（２０２６年）３月３１日で１件貸借期間が満了するため、更新する
予定である。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　都市農地の賃貸の円滑化に関する法律を活用した生産緑地の貸借実績：２件

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）は生産緑地の貸借に関する相談は無かったが、今後も相談があった際には

同法を活用した貸借方法があるということを周知していく。
また、令和８年（２０２６年）３月３１日で１件貸借期間が満了したため、更新を行った。

4 産業振興課

4



№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明
アクション
プラン

該当ページ
所管課

20
市民農園（貸し農園）の
充実

自然と触れ合うとともに、農
業に対する理解を深めることを
目的に開設している市民農園
（貸し農園）について、休耕地
などを活用した市民農園（貸し
農園）の開設を支援していく。

〇令和５年度（２０２３年度）市民農園開設状況
　市及び新座市農業振興協議会が管理する市民農園：１０か所
　あさか野農業協同組合が管理する市民農園：４か所
　農地所有者が管理する市民農園：１か所

令和５年度（２０２３年度）は市民農園の開設に関する相談は無かったが、今後も相
談があった際には開設に向けた支援が出来る体制を整えていく。

〇令和６年度（２０２４年度）市民農園開設状況
　市及び新座市農業振興協議会が管理する市民農園：１０か所

あさか野農業協同組合が管理する市民農園：３か所（うち１か所令和７年（２０２５
年）２月末に閉園）
　農地所有者が管理する市民農園：１か所

令和６年度（２０２４年度）は市民農園の開設に関する相談は無かったが、今後も相
談があった際には開設に向けた支援が出来る体制を整えていく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　市及び新座市農業振興協議会が管理する市民農園：１０か所
　あさか野農業協同組合が管理する市民農園：２か所
　農地所有者が管理する市民農園：１か所

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）は１件、市民農園の開設に関する相談があり、今後も相談があった際には

開設に向けた支援が出来る体制を整えていく。

4 産業振興課

21 都市農地の保全に関する
連携協定

都市農地の保全に関する協定
に基づき、近隣三市及びあさか
野農業協同組合と連携し、都市
農地の保全に努めていく。

令和５年度（２０２３年度）については都市農地の保全に関する連携協定に基づいた
事業は行っていないが、今後連携が必要な事業が出てきた際には協力できる体制を整え
ていく。

【みどりと公園課】
令和７年（２０２５年）５月から受付開始予定の生産緑地地区の新規追加指定につい

て、受付開始の周知や追加指定申出手続きの代行等について協力を仰いだ。

【産業振興課】
令和６年度（２０２４年度）については都市農地の保全に関する連携協定に基づいた

事業は行っていないが、今後連携が必要な事業が出てきた際には協力できる体制を整え
ていく。

【みどりと公園課】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

令和７年（２０２５年）５月から生産緑地地区の新規追加指定の受付を開始し、追加指定申出手続きの
代行等について協力いただいた。

○事業の評価、今後の課題等
　引き続き、生産緑地地区の新規追加指定について周知や手続きの代行等の協力を仰いでいく。

【産業振興課】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　都市農地の保全に関する連携協定に基づいた事業実績：０件

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）については都市農地の保全に関する連携協定に基づいた事業は行っていな

いが、今後連携が必要な事業が出てきた際には協力できる体制を整えていく。

4
みどりと公園課
産業振興課

22
国指定天然記念物平林寺
境内林保存管理計画に基
づく保全

武蔵野の雑木林の景観の回復
と生態系の保全を目的に、平林
寺境内林の落葉広葉樹林全体の
伐採を一巡させることを目標と
し、事業を継続していく。ま
た、ナラ枯れ被害からの回復を
視野に入れ、適宜、計画の見直
しを図る。

平林寺境内林の第１期再生事業地において、落葉広葉樹林が順調に再生していること
を確認した。

ナラ枯れ被害が集中していた区域の一部で、落葉広葉樹林の再生のために行う伐採と
幼木の補植を支援した。適切な下刈りを行って再生状況を確認しつつ、他の被害区域で
も同様の手法による再生を検討する必要がある。

平林寺境内林の第１期再生事業地において、落葉広葉樹林が順調に再生していること
を確認した。

ナラ枯れ被害が集中していた区域の一部で、落葉広葉樹林の再生のために行う伐採と
幼木の補植を支援した。適切な下刈りを行って再生状況を確認しつつ、他の被害区域で
も同様の手法による再生を検討する必要がある。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　平林寺境内林の第１期再生事業地において、落葉広葉樹林が順調に再生していることを確認した。

ナラ枯れ被害が集中していた区域の一部で、落葉広葉樹林の再生のために行う伐採と幼木の補植を支援
した。
○事業の評価、今後の課題等

適切な下刈りを行って再生状況を確認しつつ、他の被害区域でも同様の手法による再生を検討する必要
がある。

4 歴史民俗資料館

23
緑地保全特別助成金の継
続

平林寺境内林の樹木の保全を
目的として、平林寺に対し、管
理費の一部を助成する。

平林寺境内林の樹木の保全を目的として、平林寺に対し、緑地保全特別助成金を交付
した。
　助成金額：３００，０００円

○事業の評価、今後の課題等　
事業として継続はできているが、近年拡大している「カシノナガキクイムシ」による

「ナラ枯れ」の影響により、平林寺境内地の樹木を含めた市内雑木林の樹木の枯死が広
がっており、管理費が増大しているため、助成金の増額を検討していく必要がある。

平林寺境内林の樹木の保全を目的として、平林寺に対し、緑地保全特別助成金を交付
した。
　助成金額：３００，０００円

○事業の評価、今後の課題等　
事業として継続はできているが、近年拡大している「カシノナガキクイムシ」による

「ナラ枯れ」の影響により、平林寺境内地の樹木を含めた市内雑木林の樹木の枯死が広
がっており、管理費が増大しているため、助成金の増額を検討していく必要がある。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　平林寺境内林の樹木の保全を目的として、平林寺に対し、緑地保全特別助成金を交付した。
　助成金額：３００，０００円

○事業の評価、今後の課題等
事業として継続はできているが、近年拡大している「カシノナガキクイムシ」による「ナラ枯れ」の影

響により、平林寺境内地の樹木を含めた市内雑木林の樹木の枯死が広がっており、管理費が増大している
ため、助成金の増額を検討していく必要がある。

4 みどりと公園課

24
野火止用水保存活用計画
の推進

令和５年（２０２３年）３月
に策定した「野火止用水保存活
用計画」に基づき各種事業を進
めていく。

令和５年（２０２３年）３月に策定した「野火止用水保存活用計画」に基づき、野火
止公園にある説明板１基を改修し、用水・畑・雑木林が一体の新田開発であることを示
した。新座駅から野火止用水本流に至った人が最初に目にする説明板であるため、地域
の特色を伝える効果が高いと考えられる。

用水沿いの高木・老木化した樹木・灌木についても、通行の安全と史跡の保存・活用
の観点から、引き続き再整備を検討する必要がある。

令和５年（２０２３年）３月に策定した「野火止用水保存活用計画」に基づき、野火
止用水公園に説明板１基を新設した。当該地周辺は、区画整理事業で地下に水路遺構を
保存し、地上に親水空間を整備した地区であるが、公園利用者にも史跡の一部であるこ
とを伝えるために説明板を設置した。

用水沿いの法面の崩落や高木・老木化した樹木・灌木についても、通行の安全と史跡
の保存・活用の観点から、引き続き再整備を検討する必要がある。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　令和５年（２０２３年）３月に策定した「野火止用水保存活用計画」に基づき、事業を推進した。
○事業の評価、今後の課題等

用水沿いの法面の崩落や高木・老木化した樹木の伐採については、史跡の保存・活用の観点からも引き
続き再整備を検討する必要がある。

4 歴史民俗資料館

25
市街化区域にある防災機
能を持つみどりの保全

生産緑地地区及び特定生産緑
地の指定により保全していく。

※本市では、一定の要件にお
いて生産緑地地区の追加指定
（既に生産緑地に指定されてい
る地区に追加する形での指定）
を実施している。

【再掲】
○令和５年（２０２３年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５８地区
　面積　９３．３５ｈａ（うち特定生産緑地　約５０．０７ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
　近年、地区数の減少傾向が続いている。

生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に令和７年度からの運用開始に向けて「生産
緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定事務を進める。

【再掲】
○令和６年（２０２４年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５７地区
　面積　９０．６０ｈａ（うち特定生産緑地　約４８．２０ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
生産緑地地区の新規追加指定について、令和７年度からの運用開始に向け「生産緑地

地区の追加指定に関する運用方針」を改定した。

【再掲】
○令和７年（２０２５年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２６４地区
　面積　８８．２４ｈａ（うち特定生産緑地　約４６．３６ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）から、生産緑地地区の新規追加指定の受付を開始し、新たに生産緑地地区

の指定を行ったことで、地区数は増加した。一方、相続等に伴う生産緑地地区の解除も継続的に発生して
いることから、全体の面積としては微減となった。新規追加指定により新たに生産緑地地区を確保できた
ことは、農地の保全に向けた取組として評価できる。

今後も相続等に伴う解除による減少が見込まれることから、引き続き新規追加指定の受付を行うととも
に、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

4 みどりと公園課

5
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26

みどりのオープンスペー
スの確保
防災拠点・避難場所とし
ての機能整備

生産緑地地区及び特定生産緑
地の指定によりみどりのオープ
ンスペースを確保する。

公園の整備に当たっては、防
災倉庫、防火水槽、かまどベン
チ、トイレ用マンホール等の防
災機能設備の設置を検討する。

【生産緑地】
○令和５年（２０２３年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５８地区
　面積　９３．３５ｈａ（うち特定生産緑地　約５０．０７ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
　近年、地区数の減少傾向が続いている。

生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に令和７年度（２０２５年度）からの運用開
始に向けて「生産緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定事務を進める。

また、新規追加指定を行う際に、所有者に対し、生産緑地の都市での位置づけ等につ
いて、説明する機会や方法を検討していく。

【公園】
馬場一丁目児童遊園、野火止フォレストパーク、西堀二丁目第７ポケットパークに防災
倉庫を設置。令和６年（２０２４年）４月1日から供用を開始した、新座セントラル
キッズパークにかまどベンチ２基、マンホールトイレを設置するための桝を３か所設置
した。

【再掲】
【生産緑地】
○令和６年（２０２４年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２５７地区
　面積　９０．６０ｈａ（うち特定生産緑地　約４８．２０ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
生産緑地地区の新規追加指定について、令和７年度（２０２５年度）からの運用開始

に向け「生産緑地地区の追加指定に関する運用方針」を改定した。

【公園】
新座セントラルキッズパーク、新開公園に防災倉庫を設置。

【再掲】
【生産緑地】
○令和７年（２０２５年）１２月末日時点
　生産緑地地区数　２６４地区
　面積　８８．２４ｈａ（うち特定生産緑地　約４６．３６ｈａ）

○事業の評価、今後の課題等
令和７年度（２０２５年度）から、生産緑地地区の新規追加指定の受付を開始し、新たに生産緑地地区

の指定を行ったことで、地区数は増加した。一方、相続等に伴う生産緑地地区の解除も継続的に発生して
いることから、全体の面積としては微減となった。新規追加指定により新たに生産緑地地区を確保できた
ことは、農地の保全に向けた取組として評価できる。

今後も相続等に伴う解除による減少が見込まれることから、引き続き新規追加指定の受付を行うととも
に、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

【公園】
　令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。

4 みどりと公園課

27
延焼防止や避難路確保の
効果を発揮するための街
路樹の整備

現在植えられている街路樹を
定期剪定等により維持管理して
いく。

〇令和５年度（２０２３年度）実施状況
金額：３１，８３０，５６０円
本数：３４３本
〇事業の評価、今後の課題等
計画的に樹木の伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数
多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。

〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
金額：４２，２２０，９１９円
本数：６３０本
〇事業の評価、今後の課題等
計画的に樹木の伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数
多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。

〇令和７年度（２０２５年度）実施状況
金額：５，４９９，６１８円
本数：１，０９２本

〇事業の評価、今後の課題等
計画的な剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数多く行えているが、街路樹に

関する萌芽更新等検討する必要がある。

4 道路河川課

28 生け垣設置助成金事業の
再開

令和３年度（２０２１年度）
から休止中の「生け垣設置助成
金事業」ついて、再開に向け
て、事業内容の調整等を行う。

財政非常事態宣言の影響で令和３年度（２０２１年度）から事業休止。今後も事業再開
に向け、検討していく。

財政非常事態宣言の影響で令和３年度（２０２１年度）から事業休止。今後も事業再
開に向け、検討していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
財政非常事態宣言の影響で令和３年度（２０２１年度）から事業を休止していたが、令和７年（２０２

５年）１０月から再開した。
・令和７年度（２０２５年度）助成金申請件数　０件

○事業の評価、今後の課題等
財政非常事態宣言の影響により令和３年度（２０２１年度）から休止していた事業を、事業内容等の見

直しを行ったうえで、令和７年（２０２５年）１０月から再開し、生け垣の設置を通じた緑地の推進に取
り組めるようになったことは評価できる。再開後の令和７年度（２０２５年度）において助成金の申請は
なかったことから、今後は、事業の再開について広く周知し、制度をより多くの市民に知ってもらうこと
が課題となる。

引き続き周知・啓発に取り組み、生け垣の設置による緑化の推進や良好な住環境の形成につながるよ
う、制度の利用促進を図っていく。

4 みどりと公園課

29
公共施設の緑化基準に基
づく緑化

公共施設の新規整備に当たっ
ては、公共施設の緑化基準に基
づく緑化を進めるとともに、特
殊緑化（ソーラーパネル等）や
屋上・壁面緑化の活用を進めて
いく。

西堀浄水場管理棟建設工事について、公共施設緑化基準に基づき緑化指導を実施し、
基準以上の緑化の施工を確認した。また、特殊緑化としてソーラーパネルの設置を確認
した。

新座市役所第３庁舎増築工事において、公共施設緑化基準に基づき緑化指導を実施
し、基準以上の緑化の施工を確認した

　令和７年度（２０２５年度）は公共施設の緑化の施工の該当箇所がなかった。 4 みどりと公園課

30 地域別フラワーロード等
の推進

東久留米・志木線（堀ノ内・
石神地区）内における花卉類の
植栽及び管理活動を進める。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
内容：花卉類の植栽及び管理活動（６月と１１月）
場所：東久留米・志木線（堀ノ内・石神地区）
金額：３９６，０００円（２回分）

○事業の評価、今後の課題等
　特に問題なく各事業を実施することができた。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
内容：花卉類の植栽及び管理活動（５月と１０月）
場所：東久留米・志木線（堀ノ内・石神地区）
金額：３９６，０００円（２回分）

○事業の評価、今後の課題等
　特に問題なく各事業を実施することができた。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
内容：花卉類の植栽及び管理活動（５月と１０月）
場所：東久留米・志木線（堀ノ内・石神地区）
金額：３９６，０００円（２回分）

○事業の評価、今後の課題等
 特に問題なく各事業を実施することができた。

4 道路管理課

31
河川や街路樹の整備によ
る、みどりの連続性の確
保

現在植えられている街路樹を
定期剪定等により維持管理して
いく。

【再掲】
〇令和５年度（２０２３年度）実施状況
金額：３１，８３０，５６０円
本数：３４３本
〇事業の評価、今後の課題等
計画的に樹木の伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数
多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。

〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
金額：４２，２２０，９１９円
本数：６３０本
〇事業の評価、今後の課題等

計画的に樹木の伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は
数多く行えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。

【再掲】
〇令和７年度（２０２５年度）実施状況
金額：５，４９９，６１８円
本数：１，０９２本

〇事業の評価、今後の課題等
計画的な剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数多く行えているが、街路樹に

関する萌芽更新等検討する必要がある。

4 道路河川課

32

一定規模以上の開発行為
等に対する新座市まちづ
くり条例に基づく緑化指
導

みどりのまちづくり条例など
に基づき、一定基準以上の開発
行為等に対し、緑化基準を設け
て緑化を推進していく。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
　開発等緑化指導件数　３４件　

一定基準以上の開発行為等に対し、緑化について意見書により指導を行い、緑化完了
後、完了検査を実施している。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
　開発等緑化指導件数　３８件　

一定基準以上の開発行為等に対し、緑化について意見書により指導を行い、緑化完了
後、完了検査を実施している。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　開発等緑化指導件数　５１件

○事業の評価、今後の課題等
一定基準以上の開発行為等に対し、緑化基準に基づく緑化について意見書により指導を行い、令和７年

度は51件の指導を実施した。また、緑化完了後には完了検査を実施することで、計画どおり緑化が行われ
ていることを確認し、開発事業に伴う緑化の確保を図った。

今後も、開発行為等の動向を注視しながら、緑化基準に基づく適切な指導及び完了検査を実施し、開発
事業に伴う緑化の推進と良好な都市環境の形成に努めていく。

4 みどりと公園課

6



№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明
アクション
プラン

該当ページ
所管課

33 共創による緑化活動の推
進

ＨＵＧネット（ふるさとの緑
と野火止用水を育む会）事業へ
の協力・支援を引き続き行う。

ボランティア団体、地域コミュニティ、大学、行政等で構成されている、ＨＵＧネッ
ト（ふるさとの緑と野火止用水を育む会）事業について、代表者会議への参加やイベン
トで使用する用具の貸出等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行って
いく。

ボランティア団体、地域コミュニティ、大学、行政等で構成されている、ＨＵＧネッ
ト（ふるさとの緑と野火止用水を育む会）事業について、代表者会議への参加やイベン
トで使用する用具の貸出等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行って
いく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
ボランティア団体、地域コミュニティ、大学、行政等で構成されている、ＨＵＧネット（ふるさとの緑

と野火止用水を育む会）への協力・支援内容
　・代表者会議４回参加
　・各団体のイベント時の用具の貸出
　・下草刈りの活動時の支援
　

埼玉県主催の「ネイチャーポジティブ推進分科会交流会」・「埼玉県SDGs官民連携プラットフォーム分
科会成果報告会」に参加。生物多様性保全への貢献やネイチャーポジティブの実現に寄与したい企業・団
体と意見交換を行った。

また、埼玉県の企業・団体との連携を密にするため、「埼玉県ネイチャーポジティブ推進分科会」に加
入した。

○事業の評価、今後の課題等
ＨＵＧネット（ふるさとの緑と野火止用水を育む会）への協力・支援については、代表者会議への参加

や活動時の用具の貸出、下草刈り活動への支援等を予定どおり実施することができた。各団体との情報共
有や連携を図りながら、緑地や野火止用水の保全活動を継続して支援し、地域と行政が連携した保全活動
の推進につなげた。今後も、各団体の活動内容やニーズを把握しながら、必要な協力・支援を行ってい
く。

また、埼玉県が主催する交流会等への参加や「埼玉県ネイチャーポジティブ推進分科会」への加入を通
じて、生物多様性保全やネイチャーポジティブの実現を目指す企業・団体との接点を広げた。新たな企
業・団体との交流・情報交換の機会を得ることで、今後の連携に向けた基盤を整えることができた。今後
は、こうした企業・団体との意見交換を重ねながら、互いの強みを生かした共創による緑化活動の実施に
ついて検討していく。

5 みどりと公園課

34 緑地協定制度による緑化
の推進

市街地の良好な環境を確保す
るため、所有者等の全員の合意
により、その区域の緑地の保全
又は緑化に関する事項を協定す
る制度で、本市では、平成１６
年（２００４年）４月に大和田
五丁目地区内の一団の土地につ
いて、第１号の緑地協定が締結
された。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
　申請なし

○今後の課題
平成１６年（２００４年）の認定以降申請がない状態であるため、制度を活用するメ

リット等、制度自体の調査・研究を進め、活用の方向性を判断していく。

○令和６年度（２０２３年度）実施状況
　申請なし

○今後の課題
平成１６年（２００４年）の認定以降申請がない状態であるため、制度を活用するメ

リット等、制度自体の調査・研究を進め、活用の方向性を判断していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　申請なし

○事業の評価、今後の課題等
平成１６年（２００４年）の認定以降申請がない状態であるため、制度を活用するメリット等、制度自

体の調査・研究を進め、活用の方向性を判断していく。

5 みどりと公園課

35 都市基幹公園などの整備

総合運動公園をスポーツ・レ
クリエーション及び自然観察の
中核となる「みどりの拠点」と
して維持・管理をするととも
に、設備等のリニューアルを進
める。

総合運動公園については、体育施設等に指定管理者制度を導入した平成２５年度以
降、公益財団法人新座市スポーツ協会を指定管理者として施設の管理を行わせている。
このため、当協会の蓄積されたノウハウのもとで適切に運営管理が行われた結果、安全
かつ快適な公園利用に貢献した。また、市は、緊急を要する施設修繕等や苦情や要望に
よる突発的な施設改修等を行うことで、公園施設の充実を図った。

令和５年度（２０２３年度）については、総合運動公園水道水栓設置工事及び総合運
動公園牡丹園防草シート更新工事の２件を実施した結果、安全かつ快適な公園利用に貢
献した。

総合運動公園については、体育施設等に指定管理者制度を導入した平成２５年度（２
０１３年度）以降、公益財団法人新座市スポーツ協会を指定管理者として施設の管理を
行わせている。このため、当協会の蓄積されたノウハウのもとで適切に運営管理が行わ
れた結果、安全かつ快適な公園利用に貢献した。また、市は、緊急を要する施設修繕等
や苦情や要望による突発的な施設改修等を行うことで、公園施設の充実を図った。

令和６年度（２０２４年度）については、総合運動公園牡丹園防草シート更新工事を
実施した結果、安全かつ快適な公園利用に貢献した。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
総合運動公園については、体育施設等に指定管理者制度を導入した平成２５年度（２０１３年度）から

令和６年度（２０２４年度）まで、公益財団法人新座市スポーツ協会を指定管理者として施設の管理を行
わせていたが、令和７年度（２０２５年度）からは、当協会及びコナミスポーツ株式会社の共同事業体で
あるスポーツにいざコンソーシアムが指定管理者となった。

また、市は、緊急を要する施設修繕等及び苦情や要望による突発的な施設改修等として、総合運動公園
園路整備工事及び総合運動公園牡丹園防草シート更新工事の２件を実施した。

○事業の評価、今後の課題等
指定管理者のもと適切に運営管理が行われた結果、安全かつ快適な公園利用に繋がった。また、市は、

緊急修繕等や突発的な施設改修等を行うことで、公園施設の充実を図った。
　今後も指定管理者と市が連携し、公園の適切な維持管理に努めていく。

5 みどりと公園課

36
公園用地等の公有地化や
借地による公園整備の検
討

市内の公園の多くは借地であ
り、今後不測の事態等に対応し
ていくため公園用地等の公有地
化に努める。

あわせて、地域の状況や要望
を見極め、公園を確保する必要
がある場合は、借地による都市
公園整備を図る。

令和５年度（２０２３年度）については、都市公園である石神三丁目緑地について、
相続確定に伴い新たな地権者と土地売買契約を締結し、公有地化を図った。

　令和６年度（２０２４年度）については、特段の実施はなかった。 　令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。 5 みどりと公園課
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№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明
アクション
プラン

該当ページ
所管課

37
拠点公園などを結ぶネッ
トワークの構築

ふるさと小道、野火止用水沿
いの緑道等の維持管理を実施す
る。

【道路河川課】
〇令和５年度（２０２３年度）実施状況
剪定・伐採金額：４９，２９３，１６３円
剪定・伐採本数：３８９本
除草金額：１３，８６９，６４８円
除草面積：１１８，５４４㎡
〇事業の評価、今後の課題等
計画的に伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数多く行
えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。除草も適切
な時期にで実施できた。

【みどりと公園課】
新座駅南口公園や野火止用水公園等、各拠点となる公園について、随時草刈りや樹木

剪定の実施等管理業務を行った。詳細は下記のとおり。

・対象公園
新座駅南口公園、野火止ふるさと広場、野火止用水公園、野火止公園、野火止緑地総

合公園（西分橋）、史跡公園

・維持管理内容
　剪定・伐採・草刈り：４，４１０，４４５円
　設備補修等：３，７２９，８８０円
　健康遊具設置（史跡公園２基）：１，２４０，８００円（コミュニティ助成金活用）

【道路河川課】
〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
剪定・伐採金額：４３，９２４，９６１円
剪定・伐採本数：５５０本
除草金額：１４，８１８，０００円
除草面積：１１８，５４４㎡
〇事業の評価、今後の課題等
計画的に伐採、剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理は数多く行
えているが、萌芽更新等、健全木に対するアプローチを増やしていきたい。除草も適切
な時期にで実施できた。

【みどりと公園課】
新座駅南口公園や野火止用水公園等、各拠点となる公園について、随時草刈りや樹木

剪定の実施等管理業務を行った。詳細は下記のとおり。

・対象公園
新座駅南口公園、野火止ふるさと広場、野火止用水公園、野火止公園、野火止緑地総

合公園（西分橋）、史跡公園

・維持管理内容
　剪定・伐採・草刈り：３，６１５，５９６円
　設備補修等：４，５６９，０７０円

【道路河川課】
〇令和７年度（２０２５年度）実施状況
剪定・伐採金額：５５，８５７，０５７円
剪定・伐採本数：１３７１本
除草金額：１５，６４７，８０８円
除草面積：１１８，５４４㎡

〇事業の評価、今後の課題等
計画的な剪定を実施することができた。老木や支障木に対しての処理についても適切に実施した。ま

た、除草も適切な時期にで実施できた。

【みどりと公園課】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

新座駅南口公園や野火止用水公園等、各拠点となる公園について、随時草刈りや樹木剪定の実施等管理
業務を行った。詳細は下記のとおり。

・対象公園
新座駅南口公園、野火止ふるさと広場、野火止用水公園、野火止公園、野火止緑地総合公園（西分

橋）、史跡公園

・維持管理内容
　剪定・伐採・草刈り：９，４５０，１１９円
　設備補修等：４，２８３，７３０円

○事業の評価、今後の課題等
　計画的に伐採、剪定、草刈りを実施することができた。

5
道路河川課

みどりと公園課

38 市民ボランティア活動の
推進と支援体制づくり

公園や雑木林の一部で町内会
などによる清掃活動や市民ボラ
ンティアによる雑木林の維持管
理活動などが行われている。

今後も引き続き、みどりに関
する活動を行う市民団体の育成
とその支援体制づくりを積極的
に行い、市民活動の支援を推進
する。

【公園】
　公園の維持管理活動について、以下の内容にて協力を得た。

１　町内会との協定による公園内清掃及び草刈り　
　・協力町内会団体数　　４０団体
　・実施公園数　　　　　７７箇所

２　市民ボランティアによる公園の維持管理
　・ボランティア人数　１６７名（重複除く）
　・実施公園数　　　　　２６箇所（重複除く）

【雑木林】
　管理緑地の一部について、市民ボランティアによる維持管理活動が行われている。
　今後も維持管理活動が継続できるよう支援していく。

　実施箇所数：３箇所
　活動内容：草刈り、枯枝集積、落ち葉かき等

【公園】
　公園の維持管理活動について、以下の内容にて協力を得た。

１　町内会との協定による公園内清掃及び草刈り　
　・協力町内会団体数　　４０団体
　・実施公園数　　　　　７５箇所

２　市民ボランティアによる公園の維持管理
　・ボランティア人数　１６９名（重複除く）
　・実施公園数　　　　　２７箇所（重複除く）

【雑木林】
　管理緑地の一部について、市民ボランティアによる維持管理活動が行われている。
　今後も維持管理活動が継続できるよう支援していく。

　実施箇所数：３箇所
　活動内容：草刈り、枯枝集積、落ち葉かき等

○令和７年度（２０２５年度）実施状況

【公園】
　公園の維持管理活動について、以下の内容にて協力を得た。

１　町内会との協定による公園内清掃及び草刈り　
　・協力町内会団体数　　３９団体
　・実施公園数　　　　　７４箇所

２　市民ボランティアによる公園の維持管理
　・ボランティア人数　２０５名（重複除く）
　・実施公園数　　　　　２８箇所（重複除く）

【雑木林】
　管理緑地の一部について、市民ボランティアによる維持管理活動が行われた。

　実施箇所数：３箇所
　活動内容：草刈り、枯枝集積、落ち葉かき等

○事業の評価、今後の課題等
　今後も維持管理活動が継続できるよう支援していく。

5 みどりと公園課

39 みどりに関する講座・イ
ベントの開催

みどりに関する出前講座や親
子木工教室等のイベントを通じ
て、みどりにふれあう機会の充
実を図る。

【再掲】
○令和５年度（２０２３年度）実施状況
・出前講座（講座名：雑木林とグリーンサポーター）　１回実施（市内小学校）

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区

実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業
を実施。
　参加人数：７９名　協力企業３社

【再掲】
〇令和６年度（２０２４年度）実施状況
・出前講座　実施なし

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区

実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業
を実施。
　参加人数：８２名　協力企業３社

・カタクリ山開園２０周年記念パネル展
実施日：令和７年（２０２５年）３月１３日～同年３月１９日、令和７年（２０２５

年）３月２８日～同年３月３１日
　実施場所：新座市役所第二庁舎１階　市民ギャラリー１、栗原の森集会所

実施内容：カタクリの花が咲くことで知られる「野寺カタクリ山（野寺三丁目保全緑
地）」の開園（一般公開）２０周年を記念したパネル（写真）展

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況
・出前講座　実施なし

・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施日：令和７年（２０２５年）１１月８日（土）
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区
　実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して清掃作業を実施。
　参加人数：７５名（新座市緑化推進協議会委員１０名参加）　協力企業３社

○事業の評価、今後の課題等
例年どおり、妙音沢緑地クリーンアップ作戦は問題なく実施できた。今後は、親子木工教室等、みどり

と触れ合えるイベントの開催を検討していく。

5 みどりと公園課

40 情報の共有化

市の広報紙やホームページを
積極的に活用するなど、みどり
に関する情報提供の仕組みを確
立し、みどりに関する市民への
意識啓発と情報の共有化を図
る。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
緑の関する情報提供方法として、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲示等を実

施した。
今後、埼玉県が運営し、県内のみどりの情報を掲載している「埼玉みどりのポータル

サイト」やLINE等のSNSの活用など、新たな情報発信方法を検討していく。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
緑の関する情報提供方法として、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲示及び新

たにLINEによる情報発信を実施した。また、県政広報テレビ番組（埼玉テレビ）に出演
し、「妙音沢緑地」のＰＲを実施した。
　今後も、SNSの活用など、新たな情報発信方法を検討していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
緑に関する情報提供方法として、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲示及びLINEによる情報発

信、新座市グリーンサポーター活動時にのぼり旗（新座市グリーンサポーター活動中）の設置等を実施し
た。また、市内の緑地をPRするため、「新座市カブトムシ散策マップ」を作成し、ホームページに公開し
た。
　
○事業の評価、今後の課題等

広報誌、ホームページ、チラシ、LINE等、複数の媒体を活用した情報発信を行うとともに、「新座市カ
ブトムシ散策マップ」を作成・公開し、市内の緑地の魅力を発信することができた。今後も現在の情報提
供方法を維持しつつ、「埼玉みどりのポータルサイト」やSNS等の新たな情報発信手段の活用を検討し、緑
に関する情報発信の充実を図っていく。

5 みどりと公園課
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２－２ 事業化・制度化・完成等を目指し進行中のもの

№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明 【参考】令和８年度（２０２６年度）予定
アクション
プラン

該当ページ
所管課

1
堀ノ内二丁目保全緑地の
整備

令和元年度（２０１９年度）に寄附により取得
した「堀ノ内二丁目保全緑地」について、緑地
保全を目的としつつ、
憩いの森に準じた市民開放型（一部）の保全緑
地として計画的に整備を進める。

○令和５年度（２０２３年度）実施状況
内容：樹木伐採抜根工事
金額：９，５７０，０００円

令和６年度（２０２４年度）についても引き続き緑地内の整備工事を
予定している。
園内遊歩道の整備、柵等の設置については、緑地内の樹木の整理が完

了し次第実施する予定であり、令和６年度（２０２４年度）中に実施で
きるよう調整・検討している。

○令和６年度（２０２４年度）実施状況
内容：園路整備工事（伐採・抜根含む）
金額：９，４６０，０００円

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
内容：伐採３５本、伐根６５本、園路整地、管理用通路整地、フェンス設置
金額：９，５４８，０００円

○事業の評価、今後の課題等
　令和７年度（２０２５年度）は、伐採・伐根、園路及び管理用通路の整地、フェ
ンスの設置等を実施し、施設の利用に向けた基盤整備を進めることができた。一
方、当初は令和５年度（２０２３年度）から令和７年度（２０２５年度）の３年間
で整備を完了する予定であったが、厳しい財政状況を踏まえ、嵯峨山通り沿いの歩
道整備については先送りすることとなった。
　令和８年度（２０２６年度）は、嵯峨山通り沿いの歩道整備及び嵯峨山通りと馬
喰橋通りの交差点部における擁壁のセットバックを予定している。これらの整備を
完了した後、一般開放を予定していることから、引き続き整備を進め、令和９年度
（２０２７年度）の供用開始を目指していく。

嵯峨山通り沿いの歩道整備（嵯峨山通りと馬喰橋通りの交差
点部の擁壁のセットバック含む）

6 みどりと公園課

2
「新座市栄一丁目緑地基
本計画」に基づく整備

妙音沢緑地内の三角地（新座高校の隣地）につ
いて、整備計画案を更新し、憩いの場の整備を
進める。

妙音沢緑地内の三角地の利用について、近隣住民、学校、関係ボラン
ティア団体と意見交換会を開催し、整備の概要及び今後のスケジュール
について説明した。

昨年度に続き、妙音沢緑地内の三角地の利用について、近隣住民、
学校、関係ボランティア団体と意見交換会を開催し、整備内容等につ
いて協議を行った。

　妙音沢緑地内の三角地の利用について、予算を確保することができなかったた
め、令和７年度（２０２５年度）中の特段の進展はなかった。

トイレ先行整備の検討（基金の活用の検討） 6 みどりと公園課

3 住区基幹公園などの整備
大和田水辺の丘公園、（仮称）大和田二丁目公
園、新座駅北口土地区画整理事業地内の街区公
園の整備を進める。

大和田水辺の丘公園の整備業務を進めた。

１　設計及び工事業者との定例会の実施（原則月1回）
２ 市民等で構成する「大和田水辺の丘公園整備検討協議会」の実施
（全２回）
３　市民への意見募集の実施（１回）

大和田水辺の丘公園の整備が完了した。

１　設計及び工事業者との定例会の実施（原則月1回）
２ 市民等で構成する「大和田水辺の丘公園整備検討協議会」の実施
（全２回）

（仮称）大和田二丁目公園及び新座駅北口土地区画整理事業地内の街区公園につい
て、令和７年度（２０２５年度）中の特段の進展はなかった。

（仮称）大和田二丁目公園、新座駅北口土地区画整理事業地
内の街区公園の整備について、令和８年度当初時点で具体的
な予定なし。

6 みどりと公園課

4 住区基幹公園などの整備 （仮称）三軒屋公園等複合施設の整備を進める。

令和４年度（２０２２年度）に策定した（仮称）三軒屋公園等複合施
設基本計画に基づいて、事業者の公募に向けた内容の整理や資料作成を
行った。
当初、令和５年度（２０２３年度）中に公募手続を開始することとして
いたが、状況の変化に伴い、改めて市民の意見を伺いながら進めていく
こととし、市民説明会や意見募集を実施した。

令和６年度（２０２４年度）は、市民説明会や意見募集を実施した
結果、令和４年度（２０２２年度）に策定した（仮称）三軒屋公園等
複合施設基本計画を見直すこととなった。見直しに当たっては、関係
団体や公募市民からなる意見交換会を実施し、様々な意見を頂きなが
ら素案を作成し、その後、パブリック・コメント手続に準じた意見募
集を踏まえた上で令和７年（２０２５年）１月に策定した。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　令和７年度（２０２５年度）は、令和６年度（２０２４年度）に策定した基本計
画（見直し）に基づいて、事業者の公募を行った。公募に当たっては、事業者の理
解を深めるため、事業者向け説明会を開催するとともに、個別対話を行った。
　事業者の選定に当たっては、新座市（仮称）三軒屋公園等複合施設整備運営事業
者選定委員会により審議することとし、年度内に３回開催した。

○事業の評価、今後の課題等
　選定委員会での審査を経て、令和７年（２０２５年）１２月に事業者グループを
選定し、令和８年（２０２６年）３月に基本契約を締結した。

設計、都市計画変更手続き 6

（仮称）三軒屋公
園等複合施設整備

推進室
みどりと公園課

5
公園の計画的なリニュー
アル

既存の公園について、施設の劣化や樹木の枯死
による問題が顕在化してきているため、
公園施設等の現状調査や利用実態等の基礎調査
を行い、本調査をもとに本市の公園再整備の計
画の策定を進める。

公園リニューアル計画策定に向けて、他市の計画・状況の調査を進め
た。また、計画策定及び調査業務委託を見据えて、関連業者との打合せ
を行った。

公園リニューアル計画策定に向けて、他市の計画・状況の調査を進
めた。また、計画策定及び調査業務委託を見据えて、関連業者との打
合せを行った。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　公園リニューアル計画策定及び調査業務委託を見据えて、関連業者との打合せを
行った。

○事業の評価、今後の課題等
　令和８年度（２０２６年度）の公園リニューアル計画の策定に向け、他市の計画
等の調査や関連業者との打合せを行うなど、計画策定に向けた準備を進めることが
できた。今後の公園のあり方や整備の方向性を検討するためには、各公園の現状や
課題を把握することが必要である。
　令和８年度（２０２６年度）は、公園現況基礎調査業務委託を実施し、公園の現
状や課題等を整理するとともに、今後の公園リニューアル計画の策定に向けた検討
を進めていく。

公園現況基礎調査業務委託 6 みどりと公園課



２－３ 新たな事業・制度など、今後検討すべきもの

№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明
アクション

プラン
該当ページ

所管課

1
現況の把握及び維持管理
方法の仕組みづくり

憩いの森をはじめとした本市が
管理している雑木林について、
雑木林ごとのカルテ等を作成し
たうえで、管理・保全方針を検
討していく。
管理に伴い生じた剪定枝や伐採
木の２次利用方法を検討してい
く。

カルテについては作成せず。令和６年度（２０２４年度）以降順次作成予
定。

剪定枝や伐採木の２次利用方法について、ウッドチップの作成及び憩いの
森等の園路への散布を実施した。また、カブトムシやクワガタの自然繁殖の
場となるよう、新たに憩いの森内にウッドチップ桝を設置した。令和６年度
（２０２４年度）以降も新たな２次利用方法の研究を進める。

憩いの森の現況を把握するため、登記簿謄本等を取得し、一覧表の作成に
着手した。今後、一覧表が整い次第、憩いの森等個別の雑木林についてカル
テ等の作成を検討していく。

剪定枝や伐採木の２次利用方法について、ウッドチップの作成及び憩いの
森等の園路への散布を実施した。また、原木シイタケ栽培について調査研究
を行った。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　カルテの作成に着手し、地権者、地番などの基本的な情報の整理を行った。

剪定枝や伐採木の２次利用について、ウッドチップの作成及び憩いの森等の
園路への散布を実施した。また、原木シイタケ栽培について、ホダ木を作成
し、管理を始めた。

○事業の評価、今後の課題等
雑木林の適切な管理・保全に向けた情報整理を進めるとともに、剪定枝や伐

採木、雑木林から得られる資源の有効活用に取り組み、緑地の保全と利活用の
両方向からの取組を進めた。

憩いの森等のカルテについては、地権者や地番等の基本的な情報の整理に着
手した。今後は、個別の雑木林の特徴や現状を把握し、それぞれの雑木林の特
性に応じた管理・保全のあり方を明確にしていくことが課題となる。現地調査
や必要に応じて専門家からの助言などを活用しカルテの作成を進める。

剪定枝や伐採木の２次利用については、ウッドチップを憩いの森等の園路へ
の散布し、廃棄物として処理している資源を有効活用する取組を行うことがで
きた。今後も剪定枝や伐採木の更なる有効活用を進めていく。

原木シイタケ栽培については、ホダ木を作成し、管理を開始した。雑木林の
資源を活用しながら、緑地の保全や利活用につなげる新たな取組として、今後
の展開が期待される。今後は適切な管理を継続するとともに、イベント等での
活用を含め、ホダ木や原木シイタケの活用方法について検討していく。

7 みどりと公園課

2 森林環境譲与税の活用
木育事業等、新たな活用方法に
ついて、調査・研究を進める。

埼玉県主催の森林環境譲与税担当者会議に参加し、木育事業等、新たな活
用方法について、調査・研究を進めた。

令和６年度（２０２４年度）については、埼玉県主催の森林環境譲与税担
当者会議に参加することはできなかったが、会議資料等により、新たな活用
方法について理解を深めた。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
埼玉県主催の森林環境譲与税担当者会議に参加することはできなかったが、

会議資料等により、新たな活用方法について理解を深めた。

○事業の評価、今後の課題等
　木育事業等、新たな活用方法について検討を進めていく。

7 みどりと公園課

3

新座市緑化推進協議会か
ら「保全すべき緑地」と
して答申を受けた緑地の
保全

保全策が講じられていない
「保全すべき緑地」について、
調査を行い、活用可能な保全策
を検討する。

　令和５年度（２０２３年度）については実施せず。
　令和６年度（２０２４年度）以降順次調査を行う予定。

現況を把握するため、登記簿謄本等の取得を進め、調査を開始した。今後
も継続して、調査を進める。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　昨年度に引き続き、全部事項証明の取得により、情報収集を進めた。

○事業の評価、今後の課題等
継続して、全部事項証明の取得進めるとともに、現地調査などの実施も検討

する。

7 みどりと公園課

4
その他、法令等に基づく
みどりの保全・活用

国や県における緑地保全施策
や制度の活用を検討していく。

埼玉県主催の緑化行政担当者会議に参加し、官民連携・共創による緑の保
全・活用木育事業等、新たな活用方法について、理解を深めた。

　国又は県主催の各種会議・説明会等に参加し、官民連携・共創による緑の
保全・活用等について、理解を深めた。また、令和６年（２０２４年）５月
に都市緑地法が改正され、緑地の保全及び緑化の推進の意義・目標等を定め
た「緑の基本方針」を国が策定した。今後、「緑の基本方針」について理解
を深め、緑地保全施策や制度の活用を検討していきたい。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　国や県主催の各種会議・説明会等に参加し、それぞれの取組や制度について
理解を深めた。
　また、埼玉県が設置した「埼玉県ネイチャーポジティブ推進分科会」に加入
し、キックオフイベントや交流会への参加、現地視察会の開催等を通じて、ネ
イチャーポジティブの実現を目指す企業・団体と交流・連携を図った。

○事業の評価、今後の課題等
　国や県が実施する各種会議・説明会等への参加を通じて、緑地保全施策や関
連制度に関する情報収集・理解を深めることができた。また、「埼玉県ネイ
チャーポジティブ推進分科会」への加入やキックオフイベント、交流会、現地
視察会等への参加を通じて、ネイチャーポジティブの実現を目指す企業・団体
との交流・連携を図ることができた。これらの取組を通じて、緑地保全に関す
る新たな情報や知見を得るとともに、企業・団体との連携に向けたネットワー
クの構築を進めることができた。
　今後も、国及び県との情報交換や連携を図りながら、緑地保全施策や制度の
活用について検討するとともに、企業・団体が有する知識や技術、資源等を生
かした共創による取組を検討し、緑地の保全や「ネイチャーポジティブ」の実
現につなげていく。

7 みどりと公園課

1



№ 事業名等 事業等の概要 令和５年度（２０２３年度）の実施状況等の説明 令和６年度（２０２４年度）の実施状況等の説明 令和７年度（２０２５年度）の実施状況等の説明
アクション

プラン
該当ページ

所管課

5
生産緑地地区及び特定生
産緑地の指定による農地
の保全

本市では、一定の要件におい
て生産緑地地区の追加指定（既
に生産緑地に指定されている地
区に追加する形での指定）を実
施しているが、今後、生産緑地
地区の新規追加指定の導入につ
いて検討していく。

市役所内部で調整を行い、生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に向け
事務事業を進める方針とした。

令和６年度（２０２４年度）については、令和７年度（２０２５年度）か
らの運用開始に向けて「生産緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定
を進める。

令和７年度（２０２５年度）からの運用開始に向けて「生産緑地地区の追
加指定に関する運用方針」を改定した。
　令和７年（２０２５年）５月１日から受付開始予定。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
令和６年度（２０２４年度）に「生産緑地地区の追加指定に関する運用方

針」を改定し、令和７年（２０２５年）５月１日から新規追加指定の受付開始
をした。受付開始後の追加指定申出件数は１４件あり、うち１２件追加指定を
行った。

○事業の評価、今後の課題等
新規追加指定の制度を整備し、実際の指定につなげることで、農地の保全を

図ることができたことは評価できる。今後も、追加指定の受付を継続するとと
もに、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

7 みどりと公園課

6
市街化区域にある防災機
能を持つみどりの保全

本市では、一定の要件におい
て生産緑地地区の追加指定（既
に生産緑地に指定されている地
区に追加する形での指定）を実
施しているが、今後、生産緑地
地区の新規追加指定の導入につ
いて検討していく。

緑地保全施策や制度の活用を
検討していく。

【再掲】　
市役所内部で調整を行い、生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に向け

事務事業を進める方針とした。
令和６年度（２０２４年度）については、令和７年度（２０２５年度）か

らの運用開始に向けて「生産緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定
を進める。

【再掲】
令和７年度（２０２５年度）からの運用開始に向けて「生産緑地地区の追

加指定に関する運用方針」を改定した。
　令和７年（２０２５年）５月１日から受付開始予定。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

令和６年度（２０２４年度）に「生産緑地地区の追加指定に関する運用方
針」を改定し、令和７年（２０２５年）５月１日から新規追加指定の受付開始
をした。受付開始後の追加指定申出件数は１４件あり、うち１２件追加指定を
行った。

○事業の評価、今後の課題等
新規追加指定の制度を整備し、実際の指定につなげることで、農地の保全を

図ることができたことは評価できる。今後も、追加指定の受付を継続するとと
もに、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

7 みどりと公園課

7

みどりのオープンスペー
スの確保
防災拠点・避難場所とし
ての機能整備

生産緑地地区の新規追加指定
の導入について検討していく。

公園の整備に当たっては、防
災倉庫、防火水槽、かまどベン
チ、トイレ用マンホール等の防
災機能設備の設置を検討する。

【再掲】
【生産緑地地区の新規追加指定について】　

市役所内部で調整を行い、生産緑地地区の新規追加指定の受付開始に向け
事務事業を進める方針とした。

令和６年度（２０２４年度）については、令和７年度（２０２５年度）か
らの運用開始に向けて「生産緑地地区の追加指定に関する運用方針」の改定
を進める。

【再掲】
【公園の整備について】

馬場一丁目児童遊園、野火止フォレストパーク、西堀二丁目第７ポケット
パークに防災倉庫を設置。令和６年（２０２４年）４月1日から供用を開始し
た、新座セントラルキッズパークにかまどベンチ２基、マンホールトイレを
設置するための桝を３か所設置した。

【再掲】
令和７年度（２０２５年度）からの運用開始に向けて「生産緑地地区の追

加指定に関する運用方針」を改定した。
　令和７年（２０２５年）５月１日から受付開始予定。

【再掲】
【公園の整備について】
新座セントラルキッズパーク、新開公園に防災倉庫を設置。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

令和６年度（２０２４年度）に「生産緑地地区の追加指定に関する運用方
針」を改定し、令和７年（２０２５年）５月１日から新規追加指定の受付開始
をした。受付開始後の追加指定申出件数は１４件あり、うち１２件追加指定を
行った。

○事業の評価、今後の課題等
新規追加指定の制度を整備し、実際の指定につなげることで、農地の保全を

図ることができたことは評価できる。今後も、追加指定の受付を継続するとと
もに、制度の周知を図り、生産緑地地区の確保に努めていく。

【再掲】
【公園の整備について】
令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。

7 みどりと公園課

8
延焼防止や避難路確保の
効果を発揮するための街
路樹の整備

道路新設時に、防火性を考慮
した樹種の植樹を検討する。

道路新設等がなかったため実施なし。
都市計画道路等の新道整備をしていないことから、高木等の植樹は実施し

ていない。
都市計画道路等の新道整備をしていないことから、高木等の植樹は実施して

いない。
7 道路河川課

9
地域別フラワーロード等
の推進

道路の新設時に、維持管理体
制を含めフラワーロードの設置
を検討する。

令和５年度（２０２３年度）に大きな道路の新設がなかったため、新たな
フラワーロードは設置していない。

令和６年度（２０２４年度）に大きな道路の新設がなかったため、新たな
フラワーロードは設置していない。

令和７年度（２０２５年度）に大きな道路の新設がなかったため、新たなフ
ラワーロードは設置していない。

7 道路管理課

10

道路整備などにより発生
した残地やオープンス
ペースを活用したみどり
の創出

道路の新設や改良時に残地や
オープンスペースを活用した緑
化を検討する。

道路新設等がなかったため実施なし。
都市計画道路等の新道整備及び改良整備をしていないことから、高木等の

植樹は実施していない。
都市計画道路等の新道整備及び改良整備をしていないことから、高木等の植

樹は実施していない。
7 道路河川課

11
新座駅北口通線及び駅前
広場の緑化

新座駅北口通線及び駅前広場
について、土地区画整理事業の
進捗に合わせて、景観整備や敷
地内空地の緑化、街路樹や花壇
による歩行空間の緑化など、新
座市の新たなシンボルとなるよ
うな緑化を検討する。

新座駅北口通線については、設計において、歩道切下げ部（出入口）、街
路灯及び電線共同溝の地上機器等の機能面から必要な施設の配置計画と合わ
せて、植栽帯による緑化を検討した。

新座駅北口駅前広場については、令和６年度（２０２４年度）以降に実施
する設計において、同様に施設の配置計画、合わせて緑化を検討する。

新座駅北口通線については、昨年度に検討した内容を踏まえ、今後必要な
設計を進めていく。

新座駅北口駅前広場については、令和７年度（２０２５年度）以降に実施
する設計において、交通結節点としての機能面から必要な施設の配置計画と
合わせて緑化を検討する。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
新座駅北口通線については、これまでの設計において、植樹帯による緑化を

検討している。
新座駅北口駅前広場については、令和７年度（２０２５年度）の基本設計等

において、交通島に係る植栽による緑化を検討した。

○事業の評価、今後の課題等
　引き続き、今後必要な設計を進めていくとともに緑化を検討していく。

7
新座駅北口土地区画整理

事務所

2
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12

一定規模以上の開発行為
等に対する新座市まちづ
くり条例に基づく緑化指
導

みどりのまちづくり条例など
に基づき、一定基準以上の開発
行為等に対し、緑化基準を設け
て緑化を推進していく。また、
埼玉県の「緑化届出制度」の緑
化基準との整合性を図るなど、
基準の見直しについても検討し
ていく。

緑化後のみどりの継続的な管
理を促すような仕組みづくりを
検討していく。

現在、一定規模以上の面積の敷地で建築行為等を行う場合、緑化計画を作
成し届け出ることを義務付けている埼玉県の「緑化計画届出制度」の緑化基
準と新座市の緑化基準について、整合性があまり図られていない状態であ
る。今後、整合性を図る必要があるかどうかも含めて調査・研究を進める。
また、宅地内緑化の継続的な管理を促すような仕組みづくりも併せて検討し
ていく。

埼玉県の「緑化計画届出制度」の緑化基準と新座市の緑化基準について、
整合性が図られるよう調査・研究を進める。また、宅地内緑化の継続的な管
理を促すような仕組みづくりも併せて検討していく。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
現時点において、埼玉県の「緑化計画届出制度」の緑化基準と本市の緑化基

準との間に、修正を急ぐ必要があるような整合性のずれは確認できなかった。

○事業の評価、今後の課題等
緑化基準について、引き続き調査・研究を進めるとともに、宅地内緑化の継

続的な管理を促すような仕組みづくりも併せて検討していく。
また、道路河川課が策定予定の「街路樹マネジメント計画」と整合性を図る

形で、「新座市みどりのまちづくり条例による公共施設の緑化基準」の改正を
検討する。

7 みどりと公園課

13
共創による緑化活動の推
進

ＨＵＧネット（ふるさとの緑
と野火止用水を育む会）事業へ
の協力・支援を引き続き行うと
ともに、各種団体や事業者との
共創によるみどりの創出のため
の仕組みづくりを検討してい
く。

ＨＵＧネット事業については、代表者会議への参加やイベントで使用する
用具の貸出等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行ってい
く。

また、グリーンサポーター活動地及びボランティア団体の維持管理を行っ
ていない７カ所の憩いの森について、障がい者団体に点検を含めた清掃業務
を委託し、実施している。

今後は事業者との共創による緑化活動について、調査・研究を進める必要
があると考える。

ＨＵＧネット事業については、代表者会議への参加やイベントで使用する
用具の貸出等により、協力・支援を行った。今後も引き続き支援を行ってい
く。

埼玉県主催の「緑の保全・活用を考える「市町＆企業交流会」に参加し、
生物多様性保全への貢献やネイチャーポジティブの実現に興味がある企業・
団体と情報共有や意見交換に参加した。

今後も企業等との共創によるみどりの保全・創出に繋がる機会を捉え、積
極的に参加していく。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

ボランティア団体、地域コミュニティ、大学、行政等で構成されている、Ｈ
ＵＧネット（ふるさとの緑と野火止用水を育む会）への協力・支援内容
　・代表者会議４回参加
　・各団体のイベント時の用具の貸出
　・下草刈りの活動時の支援
　

埼玉県主催の「ネイチャーポジティブ推進分科会交流会」・「埼玉県SDGs官
民連携プラットフォーム分科会成果報告会」に参加。生物多様性保全への貢献
やネイチャーポジティブの実現に寄与したい企業・団体と意見交換を行った。

また、埼玉県の企業・団体との連携を密にするため、「埼玉県ネイチャーポ
ジティブ推進分科会」に加入した。

○事業の評価、今後の課題等
ＨＵＧネット（ふるさとの緑と野火止用水を育む会）への協力・支援につい

ては、代表者会議への参加や活動時の用具の貸出、下草刈り活動への支援等を
予定どおり実施することができた。各団体との情報共有や連携を図りながら、
緑地や野火止用水の保全活動を継続して支援し、地域と行政が連携した保全活
動の推進につなげた。今後も、各団体の活動内容やニーズを把握しながら、必
要な協力・支援を行っていく。

また、埼玉県が主催する交流会等への参加や「埼玉県ネイチャーポジティブ
推進分科会」への加入を通じて、生物多様性保全やネイチャーポジティブの実
現を目指す企業・団体との接点を広げた。新たな企業・団体との交流・情報交
換の機会を得ることで、今後の連携に向けた基盤を整えることができた。今後
は、こうした企業・団体との意見交換を重ねながら、互いの強みを生かした共
創による緑化活動の実施について検討していく。

7 みどりと公園課

14
その他各法令に基づく緑
化の推進

都市緑地法などによる緑化施
策や制度の周知・活用を検討し
ます。

埼玉県主催の緑化行政担当者会議に参加し、市民緑地認定制度や埼玉県の
身近なみどり市町村支援事業等、みどりの創出に関する施策について、調
査・研究を進めた。

国又は県主催の各種会議・説明会等に参加し、緑化の推進に関する施策に
ついて理解を深めた。また、令和６年（２０２４年）５月に都市緑地法が改
正され、都市計画における緑地の位置付けが向上された。今後、改正内容に
ついて理解を深め、緑化の推進やみどりの創出に関する施策の活用を検討し
ていきたい。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

国や県主催の各種会議・説明会等に参加し、それぞれの取組や制度について
理解を深めた。

また、埼玉県が設置した「埼玉県ネイチャーポジティブ推進分科会」に加入
し、キックオフイベントや交流会への参加、現地視察会の開催等を通じて、ネ
イチャーポジティブの実現を目指す企業・団体と交流・連携を図った。

○事業の評価、今後の課題等
国や県が実施する各種会議・説明会等への参加を通じて、緑地保全施策や関

連制度に関する情報収集・理解を深めることができた。また、「埼玉県ネイ
チャーポジティブ推進分科会」への加入やキックオフイベント、交流会、現地
視察会等への参加を通じて、ネイチャーポジティブの実現を目指す企業・団体
との交流・連携を図ることができた。

今後も、国及び県との情報交換や連携を図りながら、緑地保全施策や制度の
活用について検討するとともに、企業・団体との交流・連携を深め、共創によ
る取組を通じて「ネイチャーポジティブ」の実現に向けて取り組んでいく。

7 みどりと公園課

3
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15 住区基幹公園などの整備

大和田水辺の丘公園、（仮
称）大和田二丁目公園、新座駅
北口土地区画整理事業地内の街
区公園の整備を進める。

（仮称）大和田二丁目公園及び新座駅北口土地区画整理事業地内の街区公園
について、令和５年度（２０２３年度）中の特段の進展はなかった。

【再掲】
大和田水辺の丘公園の整備業務を進めた。

１　設計及び工事業者との定例会の実施（原則月1回）
２ 市民等で構成する「大和田水辺の丘公園整備検討協議会」の実施（全２
回）
３　市民への意見募集の実施（１回）

（仮称）大和田二丁目公園及び新座駅北口土地区画整理事業地内の街区公園
について、令和６年度（２０２４年度）中の特段の進展はなかった。

【再掲】
大和田水辺の丘公園の整備が完了した。

１　設計及び工事業者との定例会の実施（原則月1回）
２ 市民等で構成する「大和田水辺の丘公園整備検討協議会」の実施（全２
回）

【再掲】
（仮称）大和田二丁目公園及び新座駅北口土地区画整理事業地内の街区公園

について、令和７年度（２０２５年度）中の特段の進展はなかった。
7 みどりと公園課

16
広域避難地としての公園
の整備

公園の整備に当たっては、防
災倉庫、防火水槽、かまどベン
チ、トイレ用マンホール等の防
災機能設備の設置を検討する。

【再掲】
馬場一丁目児童遊園、野火止フォレストパーク、西堀二丁目第７ポケット

パークに防災倉庫を設置。令和６年（２０２４年）４月1日から供用を開始し
た、新座セントラルキッズパークにかまどベンチ２基、マンホールトイレを
設置するための桝を３か所設置した。

【再掲】
　新座セントラルキッズパーク、新開公園に防災倉庫を設置。

【再掲】
　令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。

7 みどりと公園課

17
公園の計画的なリニュー
アル

既存の公園について、リ
ニューアル計画の策定を検討
し、小さな子どもが遊べる遊具
やお年寄りが利用できる健康器
具の設置、水の遊び場の設置な
ど、幅広いニーズに応える公園
づくりを進める。また、公園施
設の新設・改良に当たっては、
ユニバーサルデザインやバリア
フリーに配慮した整備を行う。

公園リニューアル計画について、他市の計画・状況の調査や計画策定業務
委託を見据えた業者とのやり取りを通じて、計画策定のための下地を整え
た。また、公園施設の新設・改良について、新設の大和田水辺の丘公園にお
いては、バリアフリートイレや授乳室、インクルーシブ遊具が整備される予
定である。

公園リニューアル計画について、他市の計画・状況の調査や計画策定業務
委託を見据えた業者とのやり取りを通じて、計画策定のための下地を整え
た。また、公園施設の新設・改良について、新設の大和田水辺の丘公園にお
いては、バリアフリートイレや授乳室、インクルーシブ遊具を整備した。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

公園リニューアル計画策定及び調査業務委託を見据えて、関連業者との打合
せを行った。

○事業の評価、今後の課題等
令和８年度（２０２６年度）の公園リニューアル計画の策定に向け、他市の

企画等の調査や関連業者との打合せを行うなど、計画策定に向けた準備を進め
ることができた。今後の公園のあり方や整備の方向性を検討するためには、各
公園の現状や課題を把握することが必要である。

令和８年度（２０２６年度）は、公園現況基礎調査業務委託を実施し、公園
の現状や課題等を整理するとともに、今後の公園リニューアル計画の策定に向
けた検討を進めていく。

7 みどりと公園課

18
市民・事業者・行政の共
創によるパークマネジメ
ントの検討

地域住民による公園の清掃活
動やふれあい花壇の設置のほ
か、市民を始め、事業者による
公園の維持管理の仕組みづくり
を進める。

公園の新規整備に当たって
は、規模や立地場所の条件など
を踏まえ、柔軟なルールの設定
や特色ある公園づくりの推進な
ど、公園運営への市民参加を広
げる取組を進める。

公募設置管理制度（ Park-
PFI）による園内への飲食店や
売店の設置など、民間事業者の
資金やノウハウを活用した公園
の整備・改修及び管理手法を研
究し、官民連携によるパークマ
ネジメントを検討する。

【みどりと公園課】
大和田地区全域での公募設置管理制度（Park-PFI）も視野に入れながら、

公園の新規整備を進めた。具体的には、大和田水辺の丘公園にこのエリアの
拠点となりうる公園センターの整備を進めている。

【公共施設マネジメント課】
民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用することを優先的に検討する

ためのガイドラインを策定した。今後、新規施設整備や運営等の見直しを行
う際には、国や他自治体の事例を研究の上で、同ガイドラインに沿って官民
連携を優先的に検討していく。

【みどりと公園課】
大和田水辺の丘公園の整備に当たっては、民間のノウハウや技術力を有効

活用するため、設計から施工までを一括で行うデザインビルド（ＤＢ）方式
を採用した。また、有識者や近隣町内会長等で構成される整備検討協議会の
開催や、ホームページ上で整備に係る市民意見募集等を実施し、整備内容に
反映した。

【公共施設マネジメント課】
令和６年度（２０２４年度）においては、官民連携を活用した公園の整備

等の事例がなく、具体的な取組・検討はできていないが、今後に向けて国や
他自治体の事例を引き続き研究していく。

【みどりと公園課】
　令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。

【公共施設マネジメント課】
令和７年度（２０２５年度）においては、官民連携を活用した公園の新規整

備等の事例がなく、具体的な取組・検討はできていないが、今後に向けて国や
他自治体の事例を引き続き研究していく。

8
みどりと公園課

公共施設マネジメン
ト課

19 維持管理の仕組みづくり

公園や道路など、市が所管す
る公共施設を企業や市民が主体
となり管理する「アダプト制
度」や、公園・緑地運営への市
民参加を広げる取組など、みど
りを維持管理していく仕組みづ
くりを検討する。

【みどりと公園課】
大和田水辺の丘公園の新規整備に当たっては、有識者や近隣町内会長等で

構成される整備検討協議会の開催や、ホームページ上で整備に係る市民意見
募集等を実施し、整備内容に反映した。

【道路河川課】
現在実施はしていないが、引き続き調査研究をして検討していく。

【みどりと公園課】
大和田水辺の丘公園の整備に当たっては、有識者や近隣町内会長等で構成

される整備検討協議会の開催や、ホームページ上で整備に係る市民意見募集
等を実施し、整備内容に反映した。
また、公園施設の維持管理及び安全確保に資する取組として、園名板のあ

る９１か所の公園に市民投稿システムに繋がるＱＲコードシールを設置し、
公園を利用する市民等が公園施設の不具合などを通報しやすい環境を整え
た。

【道路河川課】
現在実施していないが、引き続き調査研究を検討していく。

【みどりと公園課】
　令和７年度（２０２５年度）については、特段の実施はなかった。

【道路河川課】
　現在実施していないが、引き続き調査研究を検討していく。

8
みどりと公園課

道路河川課
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アクション

プラン
該当ページ

所管課

20
みどりに関する講座・イ
ベントの開催

みどりにふれあう機会の創出に
ついて調査・研究を進める。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響等により、令和２年度（２０
２０年度）から休止していた「妙音沢緑地クリーンアップ作戦」を再開し
た。

今後は、子どもがみどりと触れ合えるイベント等について、調査・研究を
進めていきたい。

昨年に引き続き「妙音沢緑地クリーンアップ作戦」を実施。 また、カタ
クリの花が咲くことで知られる「野寺カタクリ山（野寺三丁目保全緑地）」
の開園（一般公開）２０周年を記念して、パネル（写真）展を市役所の市民
ギャラリーと栗原の森集会所で開催した。

引き続き、子どもがみどりと触れ合えるイベント等について、調査・研究
を進めていきたい。

○令和７年度（２０２５年度）実施状況
　例年どおり、「妙音沢緑地クリーンアップ作戦」を実施。
・妙音沢緑地クリーンアップ作戦
　実施日：令和７年（２０２５年）１１月８日（土）
　実施場所：妙音沢特別緑地保全地区

実施内容：ボランティア団体、町内会、造園業者及び近隣住民等が協力して
清掃作業を実施。
　参加人数：７５名（新座市緑化推進協議会委員１０名参加）　協力企業３社

○事業の評価、今後の課題等
「妙音沢緑地クリーンアップ作戦」については、関係団体や近隣住民等の協

力により、７５名の参加者を得て、地域と行政が協働で緑地を保全する機会を
確保することができた。引き続き、地域や企業等との協働による緑地の保全活
動を継続していく。

また、子どもがみどりに触れ合う機会を創出するため、原木シイタケのホダ
木を活用したイベントや、雑木林で採集した自然素材を活用した木工教室等に
ついて、実施に向けた検討を進めていく。

8 みどりと公園課

21 情報の共有化
みどりに関する情報提供や市

民への意識啓発等の新たな方法
について調査・研究を進める。

令和５年度（２０２３年度）については、緑の関する情報提供方法とし
て、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲示等を実施した。　

今後、埼玉県が運営し、県内のみどりの情報を掲載している「埼玉みどり
のポータルサイト」やLINE等のSNSの活用など、新たな情報発信方法を検討し
ていく。

令和６年度（２０２４年度）については、緑の関する情報提供方法とし
て、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲示とともに、新たにLINEによ
る情報発信を実施した。また、令和７年度（２０２５年度）から、新座市グ
リーンサポーター活動時に設置するため、のぼり旗（新座市グリーンサポー
ター活動中）を作成した。

【再掲】
○令和７年度（２０２５年度）実施状況

緑に関する情報提供方法として、広報誌、ホームページ、チラシの配布・掲
示及びLINEによる情報発信、新座市グリーンサポーター活動時にのぼり旗（新
座市グリーンサポーター活動中）の設置等を実施した。また、市内の緑地をPR
するため、「新座市カブトムシ散策マップ」を作成し、ホームページに公開し
た。
　
○事業の評価、今後の課題等

広報誌、ホームページ、チラシ、LINE等、複数の媒体を活用した情報発信を
行うとともに、「新座市カブトムシ散策マップ」を作成・公開し、市内の緑地
の魅力を発信することができた。今後も現在の情報提供方法を維持しつつ、
「埼玉みどりのポータルサイト」やSNS等の新たな情報発信手段の活用を検討
し、緑に関する情報発信の充実を図っていく。

8 みどりと公園課
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